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統合プログラム成果例：CMIP6への貢献，d4PDF

•統合プログラム等で作成

•国交省での治水計画立案などに活用されている

•成果を継承し，予測データも活用した気候変動対

策推進を目指す

•IPCC最新報告書への貢献

•DIASとも協力し、国際配信システム

を通じ予測データ発信

→世界中のユーザーから460万件を

超えるダウンロード
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今後の課題例（１）：モデル高度化の必要性

● イベントアトリビューション（＊）には特定の極端現象（「平成30年７月豪雨」など）を再現するモデル性能が必要。この点に
ついてはさらに改善が必要。

○ 平成30年7月豪雨の例に即して言えば、梅雨前線の南下と停滞、台風による暖かく湿った空気の流入といった現象と位置関係を、正確に表現する必
要がある。こうした改善には、観測データとの比較を通したモデル結果の検証と、再現性向上のためのモデル内プロセス改良の不断の努力が不可
欠。

＊イベントアトリビューション：実際に発生した気象災害に対する地球温暖化の寄与の度合いを定量的に示す手法。IPCC WG1 の最新報告書でも大きく取り上げら
れ（特に第11章）、今後も精力的な取り組みが必要と認識されている。

● 2050年カーボンニュートラルやSDGs達成のためのツールの一つとして、新たな
予測要素の創出にも取り組む必要がある。

○ SDGsを視野に含めた気候変動対策の推進については、
IPCC「1.5℃特別報告書」(SR1.5)第5章などで重要性が強調されている。

○ 「地球システムモデル」の開発を通した、
■ 森林火災や永久凍土融解による

温室効果気体放出量の評価 etc.
● 衛星データを利用した森林火災の

モデル化の試みなど
■ 生物燃料と食糧生産の競合関係に関する

検討
■ ・・・など。



今後の課題例（２）：時間連続データの創出

● AR6では、個別シナリオに基づいた時系列よりも、
「2℃温暖化時」などといった「温暖化レベル」で整
理したアプローチが採用され、AR6の新規性の一
つとなった。

● 一方で、適応策推進のためには、自然変動も考慮
し、複合災害も含めたハザード予測が必要であ
り、複合災害も対象としたハザード統合予測モデ
ルとともに、近未来から時間的に連続する「予測」
データが有用となる。
○ 時間連続なデータセット創出の重要性は、

「データセット2022」配信に向けたデータ利
用者との意見交換会でも強調された。

● 時間連続データの場合、統計的有意性を担保す
るための実験数が膨大になる。時間連続な予測を
少数行い、AIをもちいて「温暖化レベル」間の内挿
を行うなどの工夫が必要。

温暖化レベルアプローチに基づいた降水量変化予測

時間的に連続な予測データに基づいた適応策推進の概念図



予測データ創出におけるAIの活用例

AIを用いた時空間内挿

● データの高解像度化や、確率論
的評価の高精度化（アンサンブル
数増加）のためには、AI活用が効
果的である可能性。

● 左図で示した海面高度の微細構
造復元など、AI活用が高解像度
化にも有効であることが示されて
いる。

AIを用いたダウンスケーリングの例：黒潮に沿った海面高度

10kmに平滑化したデータ 2km解像度の元データ

AI復元の2km解像度データ 元データとAI復元との差



効果的な予測データの活用に向けて
● 防災、脱炭素などの取り組みにおけるデータ利用の活発化
● 研究活動のデジタル化、データ駆動型の研究拡大

など、気候変動分野でも予測データの活用は進んできてはいるが、予測データ等は 現状ではまだまだ
専門家向けのデータであり、活用の範囲は限定的

DIAS，A-PLATといった既存の枠組みを活用しながら、予測データも活用した気候変動対策を推進する
必要がある。

データ統合・解析システム (DIAS) 気候変動適応情報プラットフォーム  (A-PLAT)



ニーズ対応のための高解像度化、体制確立

● 気候変動対策のための予測データ
セット拡充のためには、非専門家を含
めた利用者からのニーズを十分把握
することが必須。
○ これまでに例えば、時間連続な

データセット創出の重要性が、
「データセット2022」配信に向けた
データ利用者との意見交換会で強
調されている。

● 専門家の側でも、ニーズをできる限り
満たすデータ創出に注力しながら、
データの利用法や精度の限界などを
示した解説書を整備する必要があ
る。

気候予測データセット検討・開発・提供・利用体制



まとめ

● 現状
○ 予測データ創出の組織化やデータの高解像度化、 データ発信の体系化が進む
○ 科学的理解、適応策・緩和策へのデータ活用の促進

■ SDGsとの連動の必要性 (IPCC SR1.5), イベントアトリビューションへの一層の取り組み  (IPCC 
AR6) の重要性などが認識されている。

■ 国内の予測データ利用に関する意見交換会では、 近未来から時間連続なデータセット の
ニーズが顕わになった。

● 今後の課題
○ ＩＰＣＣや二酸化炭素排出量検証に貢献するための モデルの高度化やメカニズム解明
○ 気候変動対策のニーズ対応のための予測データの 高解像度化、新たな予測要素の創出
○ 近未来予測データ、時間連続データの創出
○ 予測データの創出におけるＡＩの活用（時間連続データの創出、計算の効率化など）




